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ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ

ウ
ム
対
策
に
係
る
薪
浄
水
場

紫
外
線
処
理
施
設
工
事
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

工
務
課
指
導
主
幹　

通
常

行
っ
て
い
る
塩
素
を
加
え
れ

ば
死
滅
す
る
コ
レ
ラ
菌
や
赤

痢
菌
以
外
に
、
塩
素
で
死
滅

し
な
い
数
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の

非
常
に
微
細
な
細
菌(

ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム)

が
あ

り
、
下
痢
症
状
を
起
こ
し
た

と
い
う
事
件
が
国
内
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
こ

の
細
菌
は
紫
外
線
処
理
す
る

こ
と
で
対
処
で
き
る
た
め
、

行
っ
た
工
事
で
あ
る
。

  

　

八
幡
市
飛
び
地
で

３
５
０
戸
の
大
規
模
住
宅
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
京
田

辺
市
を
ま
た
が
る
上
下
水
道

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
協

議
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

工
務
課
長　

協
議
は
行
っ

て
い
な
い
。
八
幡
市
が
独
自

で
給
水
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

  

下
水
道
課
長　

計
画
は
白

紙
で
あ
る
が
、
下
流
の
京
田

辺
市
で
は
整
備
が
終
わ
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
に
繋
ぐ
と

な
れ
ば
、
使
用
量
等
応
分
の

負
担
を
い
た
だ
く
協
議
に
な

る
と
考
え
る
。

　

　

小
学
生
の
修
学
旅
行

に
関
し
て
、
行
き
先
を
伊
勢

に
こ
だ
わ
ら
ず
検
討
し
て
も
、

結
局
伊
勢
に
な
る
、
検
討
委

員
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

教
育
指
導
監　

集
団
宿
泊

　　　乾燥機、籾摺り機が更新された
　　　　　　ライスセンター（飯岡）

更
し
た
。

　

清
掃
衛
生
課
長　

現
在
、

委
託
業
者
に
よ
る
収
集
が
６

台
で
、
直
営
が
７
台
で
あ
る
。

５
割
を
超
え
な
い
範
囲
で
委

託
を
考
え
て
い
る
。

　

　

下
水
道
の
普
及
に
よ

り
、
し
尿
処
理
業
務
が
減
り
、

補
償
と
し
て
ご
み
収
集
業
務

へ
の
転
換
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
補
償
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

　

副
市
長　

今
後
５
年
間
に

ご
み
収
集
と
い
う
代
替
業
務

を
提
供
し
つ
つ
、
転
換
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
、
業
者
と

話
し
合
っ
て
行
く
こ
と
に
な

る
。

　

　

大
日
本
印
刷
株
式
会

社
新
設
工
場
の
今
後
の
予
定

は
。
ま
た
、
雇
用
の
要
望
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

産
業
振
興
課
長　

23
年
10

月
竣
工
、
同
年
度
内
に
操
業

開
始
と
聞
い
て
い
る
。
現
在

操
業
分
と
新
規
分
を
あ
わ
せ

１
０
０
０
人
規
模
の
雇
用
で

あ
る
。
ま
た
、
市
長
自
ら
市

内
在
住
者
の
優
先
雇
用
を
依

頼
し
て
い
る
。

水
　
道
・
教
　
育
活
動
を
通
じ
て
、
自
然
や
文

化
に
親
し
む
た
め
の
体
験
活

動
を
行
う
と
い
う
目
的
で
、

以
前
に
、
和
歌
山
や
舞
鶴
等

の
議
論
が
何
度
も
あ
っ
た
が
、

経
費
、
体
力
、
経
験
で
き
る

場
を
考
慮
す
る
と
現
状
に
落

ち
着
い
て
い
る
。

  

　

薪
小
学
校
と
桃
園
小

学
校
の
留
守
家
庭
児
童
会
の

教
室
確
保
に
つ
い
て
。

　

社
会
教
育
課
長　

薪
小
は
、

定
員
60
名
の
と
こ
ろ
85
名
に

な
っ
た
の
で
、
急
き
ょ
小
学

校
の
教
室
を
借
り
対
応
し
た
。

22
年
度
中
に
建
設
予
定
で
あ

る
。
桃
園
小
で
は
、
定
員
の

１
０
０
名
に
近
く
な
っ
た
の

で
、
指
導
員
を
増
や
し
対
応

し
た
。
今
後
も
増
え
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
建
設
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

　

学
校
の
耐
震
化
工
事

と
併
せ
て
、
太
陽
光
発
電
設

備
や
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
す

る
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

教
育
総
務
室
担
当
課
長

　

太
陽
光
発
電
は
、
効
果
を

多
大
に
求
め
る
と
整
備
も
大

き
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ

る
。エ
ア
コ
ン
も
、
市
内
学
校

全
体
と
し
て
ど
う
整
備
し
て

い
く
か
と
い
う
検
討
や
、
財

政
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

　

保
育
所
や
私
立
幼
稚

園
へ
通
う
児
童
が
増
え
て
い

る
。
公
立
幼
稚
園
の
定
員
割

れ
が
起
っ
て
い
る
。対
策
は
。

　

教
育
部
長　

就
学
前
教
育

と
し
て
人
間
づ
く
り
の
役
割

が
あ
り
、
保
護
者
に
も
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
２
歳
児
を

対
象
に
、
な
か
よ
し
教
室
を

開
催
し
、
公
立
幼
稚
園
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

普
賢
寺
幼
稚
園
・
小
学

校
の
児
童
数
が
減
る
一
方

で
、
同
志
社
山
手
の
開
発
に

よ
り
児
童
が
増
え
、
三
山
木

小
学
校
は
増
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
隣
接
す
る
地

域
で
あ
り
、
校
区
変
更
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

同
志
社
山
手

地
域
の
開
発
決
定
が
あ
っ
た

時
点
で
三
山
木
小
学
校
区
と

な
っ
た
。
普
賢
寺
小
学
校
に

通
う
と
な
る
と
子
ど
も
た
ち

の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

　

教
職
員
の
労
働
安
全
衛

生
に
関
し
、
勤
務
時
間
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

教
育
長　

課
題
を
あ
げ
、

可
能
な
方
策
を
具
体
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

　

行
政
改
革
で
職
員
定
数

の
削
減
が
続
け
ら
れ
て
４

年
。
全
体
の
非
正
規
職
員
率

が
４
８
・
８
％
、
給
食
の
民
間

委
託
化
、
非
正
規
職
員
が
２

／
３
と
な
っ
て
い
る
保
育
所

な
ど
の
問
題
点
が
出
て
い
る
。

行
革
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
。

　

ま
た
、
市
民
の
収
入
が
減

り
、
生
活
が
大
変
な
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
無
駄
な
税
金
の

使
い
方
を
中
止
し
、
雇
用
対

策
や
く
ら
し
応
援
の
施
策
を
。

　

市
の
財
政
状
況
は
将
来
に

渡
る
借
金
も
多
く
、
決
し
て

安
心
で
き
な
い
。
ま
た
２
万

人
の
同
志
社
大
生
の
流
出
や
、

焼
却
炉
の
建
て
替
え
、
生
活

扶
助
費
の
増
額
、
高
齢
化
の

進
行
な
ど
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
な
ど
教
育
へ
の
投
資
も

急
ぐ
べ
き
だ
。
政
策
議
論
を

し
っ
か
り
行
い
、
中
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
に
立
ち
財
政
の
効

率
的
な
運
営
を
図
る
べ
き
だ
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
に

立
ち
返
る
時
。
正
規
職
員
数

削
減
は
限
界
。
非
正
規
職
員

の
適
正
な
配
置
と
効
率
的
な

職
務
遂
行
が
課
題
。
各
種
使

用
料
の
見
直
し
と
未
納
へ
の

取
組
強
化
を
。
指
定
管
理
者

制
度
の
評
価
方
法
の
確
立
を

求
め
る
。
永
年
経
過
し
た
都

市
計
画
道
路
の
早
期
見
直
し

を
。
都
市
部
と
農
村
地
域
で

同
じ
少
子
化
対
策
で
は
い
け

な
い
。地
域
ご
と
の
対
策
を
。

　

財
政
状
況
の
厳
し
い
な
か
、

遊
休
財
産
の
処
分
、
コ
ン
ビ

ニ
納
税
で
収
納
率
向
上
な
ど

積
極
的
に
財
源
確
保
に
努
め

よ
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
策
定
に
向
け
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
。

住
宅
改
修
の
受
領
委
任
払
い

の
導
入
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
配
布
な
ど
命
を
守
る

施
策
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

　

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
、

地
方
の
果
た
す
べ
き
役
割
に

応
じ
た
事
務
事
業
や
組
織
の

見
直
し
、
指
定
管
理
者
の
導

入
や
民
間
委
託
の
推
進
な
ど
、

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
21
年
度

税
収
が
減
少
す
る
中
、
市
債

を
発
行
し
て
市
民
生
活
の
向

上
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、

積
極
的
に
各
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

し
て
高
く
評
価
す
る
。

　

学
校
耐
震
化
工
事
で
事
業

費
が
か
さ
む
中
、
新
田
辺
駅

東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
導

入
等
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
施
策
の
実
行
に
評
価
。
職

員
の
人
材
確
保
に
取
り
組
み
、

超
過
勤
務
の
改
善
を
。福
祉
・

教
育
機
関
の
連
携
を
図
り
、

就
学
前
教
育
の
あ
り
方
検
討

会
の
設
置
を
す
べ
き
。
ご
み

焼
却
場
の
広
域
化
を
含
め
た

柔
軟
な
対
応
を
求
む
。

　

実
質
収
支
額
が
、
約
２
億

円
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は

一
定
の
評
価
を
す
る
が
、
経

常
収
支
比
率
が
上
昇
す
る
な

ど
財
政
運
営
は
依
然
厳
し
い
。

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

同
時
に
、
①
市
民
の
安
心
安

全
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

②
企
業
誘
致
を
は
じ
め
と
す

る
自
主
財
源
確
保
、
③
ご
み

焼
却
場
の
後
継
施
設
問
題
の

計
画
的
推
進
に
期
待
す
る
。
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